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伝統のおかげです                                  

                                                             所長 佐久間 義久 

 

４月早々に、乙地区を中心とした地域の皆様から、そ

して、連休明けには乙地区の小中学生の皆さんから、大

切な『松葉かき』をしていただきました。大きな赤松は、

根元にどっさり松葉を降らせます。松葉かきは読んで字

のごとく、降り積もった松葉を熊手でかき取るものです。

かき取った松葉は、利用団体の野外炊さんやキャンプフ

ァイヤーの焚き付けに使います。そして、松葉かきの後

には、きれいな遊歩道が顔を出します。まさに、シーズ

ン到来を前に、利用者の皆さんをお出迎えする大切な準備となるのが『松葉かき』です。 

そして、先日、この松葉かきについての貴重なお話をお伺いすることができました。自然の家

が開所して、火を利用する野外活動が始まった頃、地域の商工会青年部の皆さんが「松葉は焚き

付けに打ってつけ。『松葉かき』で自然の家を応援しよう！」と松葉かきをしたことが始まりだそ

うです。その活動には、当時の中条町の町長さんも大変喜ばれ、応援していただいたとのこと。

現在では、胎内市から応援いただいています。その後、乙地区を中心とした地域の皆さんが活動

を引き継がれ、平成３年からは、乙中学校の皆さんからも毎年の奉仕活動としていただいている

ということでした。なくてはならない自然の家の伝統は、実は地域の皆さんによって重ねていた

だいているということが分かったお話でした。 

自然の家は、リニューアルオープンしてから３年目と

なります。７月には、グラウンドゴルフに最適な「芝生

広場」が旧施設の場所にオープンし、さらに活動のフィ

ールドが広がります。そして、芝生広場前には、地区の

皆さんお手植えの「きのと桜」が広がる未来の桜の名所

があります。開所 50 周年を目前に、さらに楽しみが膨

らむ少年自然の家です。児童・生徒・学生の皆さん、そ

して、県民の皆様のご利用をお待ちしております。 
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 令和２年度 自然の家の通信簿  

＜利用団体アンケートの結果から＞ 

 令和２年度は、県内外より 233 団体、15,680 人の皆さんから当施設をご利用いただきました。ご利用いただ

いた際にアンケートの記入をお願いしています。施設の今後の運営に役立てていきたいと思います。アンケー

トにご協力いただきましてありがとうございました。 

※各設問では、次の１～４段階の中から選択し回答いただきました。  

≪４－とても満足 ３－満足 ２－やや不満 １－不満≫ 

 
 

１ ねらいの達成度 → ３．８ （元年度 ３．８） 

設問：「今回、自然の家を利用されて、利用のねらいや目的は達成されましたか。」 

＜主な回答＞ 

○あいさつ、時間を見ての自主的な行動、協力など、たくさんのことを学ぶことができました。（小学校） 

○赤ちゃん～小学生までの子をもつ親子が宿泊し、自然の中で交流し、また親子で交流の時間をもつことがで

きました。（ＮＰＯ法人） 

○学校内では体験できない諸々の活動をとおして、自然の大きさや友情の大切さ、もののありがたみ等を肌で

学ぶ様子が見られ、個々の成長につながっていると思います。（小学校） 

○どんぐり拾いをしたり、外の遊具で遊んだり、秋の自然を楽しむことができました。（保育園） 

○親子で自然の中でたくさん触れ合うことができました。（幼稚園） 

各利用団体のねらいが十分に達成できるよう、私たちも事前の打ち合わせや当日の活動をお手伝いさせてい

ただき、少しでもお役に立ち、力になっていきたいと思います。 

 

２ 職員の対応 → ３．９ （元年度 ３．９） 

設問：「少年自然の家職員の対応や指導はいかがでしたか。」 

＜主な回答＞ 

○小さな質問にも、何でも気持ちよく対応してくださいました。子どもへの指導も分かりやすく、丁寧にして 

 くださりありがとうございます。（小学校） 

○素早く対応してくださいました。インドアアスレチックも子どもたちが楽しく活動できました。（小学校） 

○要望に応えてくださり、館内の案内をしていただいたり、外の案内をしていただき、保護者の方からも好評 

でした。（特別支援学級） 

利用者が「笑顔」で「元気」に過ごせるよう、親切・丁寧・迅速な対応に努めてまいります。 

 

３ 生活・活動 → ３．８ （元年度 ３．９） 

設問：「少年自然の家での生活、活動は快適でしたか。」 

＜主な回答＞ 

○オリエンテーリング、子どもたちは楽しんでいました。カヌー説明がとても分かりやすかったです。コロナ

でずっと行事がない中、初めての校外学習ができてよかったです。（小学校） 

○新しいのはもちろんですが、活動動線がよく、活動しやすかった。（小学校） 

○コロナ対策万全で迎えていただき、宿泊室の人数も少なくしていただき、安心して過ごせました。(小学校) 
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△時間制限がある中で、新しい生活様式にのっとった動きが、快適さをそいでいる部分が大きいかと感じまし 

た。（小学校） 

 

コロナ対策を万全に行い、利用者の皆様が快適に活動できるよう準備を進めております。今年度もご理解と

ご協力の程、よろしくお願いいたします。  

 

４ 施設・設備 → ３．９ （元年度 ３．８） 

設問：「屋内外の施設・設備はいかがでしたか。」 

＜主な回答＞ 

○清潔感があり気持ちよく利用できました。（小学校） 

○カヌーのあと、足洗い場から体育館へとスムーズに移動できるようになっていました。足拭きマットも用意

されており、大変助かりました。（小学校） 

○ゆとりをもって活動できました。多人数に対応できる施設設備だと思いました。（小学校） 

△野外ワイドゲームの問題が取れかけているか所がありました。（少年団） 

△ホールのエアコンの吹き出し口から水滴が何カ所か落ちていました。手洗い場の石けんが少ないと感じまし

た。（小学校） 

 

 貴重なご意見ありがとうございます。ご意見をもとに継続的に点検・管理し、利用してくださる皆様の「安

全」「安心」を第一に進めて参ります。 

 

５ 食事 → ３．７ （元年度 ３．７） 

設問：「食事の内容はいかがでしたか。」  

＜主な回答＞ 

○メニューがおしゃれと言って子どもたちが喜んでいました。（小学校） 

○子どもたちの好きなメニューも多く、みんな喜んでいました。（小学校） 

△やや量が多いように感じました。（小学校） 

 

アレルギーに関しては、除去食は対応できますが、代替食は対応できません。ご了承ください。 

また、「食事時間をもう少し余裕持てないか」といった要望もいただきました。現在コロナ対策として、食

堂の利用数を最大 100 人として進めていただいているところです。お手数をおかけしますが、利用者全員がス

ムーズに食堂を利用できるよう、ご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

 

６ 料金 → ３．４  （元年度 ３．６） 

☆ 満足度 → ９６．６（元年度 ９５．７） 

設問：「利用にあたって、１００点満点とした場合、満足度は何点でしょうか。」 

＜主な回答＞ 

○3 密を避けられるよう、様々な場面で配慮していただきありがとうございました。（小学校） 

○細かなところまでご配慮いただき、感謝しておりま

す。今後もまたよろしくお願いいたします。（小学校） 

 

「なかよく たのしく げんきよく」の活動目

標のもと、安全安心を忘れず、利用者の方々から少し

でも満足していただけるように精一杯努力してまい

ります。今後とも、忌憚のないご意見をよろしくお願

いいたします。 

 

 

令和 3 年度 少年自然の家 職員 
 
所  長    佐久間義久 

次  長    野本トモ子 

指導課    村上 敏樹  田原 成久  髙野 大介 

川口 弘泰  増子 恭幸  天木  享  

駒形  誠 

庶務課   伊藤 和子  小川 佳文  渡邉 幸男 
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今年度も引き続き新型コロナウイルス感染拡大防止対策を最大限に行い、事業を進めて参りますが、今

後も予定の変更がある場合、ホームページや広報を通して連絡いたします。これからも、当所をご利用お

願いします。 

内　　容 募集人数 会　場

1 ４月27日 （火）
6月 1日～6月27日

利用団体

2 ５月25日 （火）
6月28日～7月9日

利用団体

3 ５月27日 （木）
7月12日～8月22日

利用団体

4 ６月24日 （木）
8月23日～9月30日

利用団体

７月２3日 （金）

２4日 （土）

  9月25日 （土）

26日 （日）

１月２2日 （土）

２3日 （日）

８月28日 （土）

 29日 （日）

１2月  4日 （土）

 12月  5日 （日）

８月  7日 （土）

８月 8日 （日）

1
10月23日
10月24日

（土）
（日）

一
泊

2
10月30日
10月31日

（土）
（日）

一
泊

６月１2日 （土）

１3日 （日）

７月１0日 （土）

１1日 （日）

11月20日 （土） 《キャンプの内容》

21日 （日） 　各回、下記の２つのキャンプを行います。

12月11日 （土） ◎ＦＣ（フレンドリーキャンプ）

12日 （日）

１月  8日 （土）

9日 （日） ◎ＣＣ（チャレンジキャンプ）

２月　5日 （土）

6日 （日）

県内中学高校生

県内留学生

３０名程度

自然・ふれあい！
家族のつどい

６月19日 （土）
日

帰

り

　『学ぼう・遊ぼう・極めよう』を合い言葉に、自然体
験活動の知識やスキルを習得し子どもたちを支援するた
めの大人向けの事業です。

高校1年生以上および成人
35名程度

新潟県
少年自然の家

ボランティア研修会
～キャンプの達人～

新潟県
少年自然の家

他

家族で
カヌーに親しもう

1 日
帰
り

　カヌー活動を通じ、家族で水上スポーツの楽しさを体
感します。
　※小学生の体験は４年生以上です。

各部（４回）とも
小学４年生以上の家族参加

３０名程度

CC

2
一
泊

3 1月 29日 （土）
日

帰

り

1
一
泊

新潟県
少年自然の家

他

ハートフル
ドリームキャンプ

7月31日
 8月 1 日

（土）
（日）

一
泊

　多忙のため、親子で活動する機会の少ない、ひとり親
家庭に自然体験活動や創作活動を楽しむ機会を提供しま
す。

25家族50名程度
新潟県

少年自然の家
他

1
一
泊 　自然体験や共同生活体験を通して、積極的に活動する

態度を育み、参加者同士で協働することの大切さを学び
ます。
　１：カヌー、野外活動　　　　　　　等
　２：登山、野外炊さん　　　　　　　等
　３：どんど焼き、スキー　　　　　　等

県　内

チャレンジわんぱく 2
一
泊

小学4～６年生

3
一
泊

７０名程度

　季節に応じた自然体験活動や創作活動を家族で楽し
み、絆を深めます。
　１：カヌー・釣り、野外炊さん　　　等
　２：クリスマス料理作り、リース作り等
　３：どんど焼き、もちつき　　　　　等

はつらつ体験塾

小中学生を含む
家族２５組

（７０名程度）

令和３（2021）年度　新潟県少年自然の家　主催事業一覧

主催事業名 期　　日

日
帰
り

　自団体の活動プログラム作成のため、引率者に活動を
体験してもらう予定です。また、同日利用団体間の活動
時間や場所を調整します。

　 ※６～９月利用団体引率者は原則参加

新潟県
少年自然の家引率指導者研修会

利用団体

胎内川
（１）午前の部（２）午後の部

2
（１）午前の部（２）午後の部

CC
一
泊

1

FC
一
泊 　不登校・不登校傾向にある児童生徒に、自然体験活動

や宿泊体験を通じて集団への適応性や人間関係作りの資
質を高められるよう、自立を支援します。

一緒にお泊まり
キャンプinたいない

一
泊

　自然体験活動や異年齢集団による生活体験活動をとお
して、体験活動の楽しさや集団生活のルールや人との関
わり方を学びます。

新潟県
少年自然の家

他

国立妙高
青少年自然の家

他CC
一
泊

FC
一
泊

各回とも
県内小中学生

３０名

新潟県
少年自然の家

他

新潟県
少年自然の家

新潟県
少年自然の家

他

国際交流
キャンプ

８月21日
22日

はつらつ体験塾
日帰りミニキャンプ

1 5月16日 （日）

3

　来県している留学生と新潟県内の中高校生が、異なる文
化、習慣、言葉をもつ留学生と出会い、触れ合い、様々な体
験をすることで、互いに理解を深めます。

両津地区公民館

五頭連峰
少年自然の家

4 10月17日 （日）

 参加者が、人間関係を結び、深めることができる力を
高める内容で活動します。

 参加者が、自主的・積極的に行動できる力を高める内
容で活動します。

（土）
（日）

一
泊

2

3

8月22日 （日）

9月12日 （日）

日

帰

り

（土）
（日）

一
泊

＊所長杯グラウンド・ゴルフ大会については、期日等、別途決定

新潟県
少年自然の家

県内中学校生徒会役員
80名程度

園児（年中・年長）20名とその
保護者合計50名程度

＊園児の兄姉（小学校2年生ま
で）の参加も可能

　自然体験活動を通じて集団への適応性や人間関係作り
の資質を高められるよう、自立を支援します。日帰りの
日程で、気軽に参加し活動します。

各回とも
県内小中学生

２０名

新潟県
少年自然の家

国立妙高
青少年自然の家

依頼先
自然の家職員が
出前指導します！

6～９月を除く随時
（地域は下越・新潟地区）

　学校・ＰＴＡ行事や公民館行事・放課後子供教室に出
向き、要望に応じた内容でレクリエーションやゲームを
指導します。

中学生
リーダーシップ研修

12月25日
26日

◎グループワーク実習
◎生徒会行事の企画・立案・実施
◎参加者同士の交流と親睦

2

FC
一
泊

令和３年度 所長杯グラウンド・ゴルフ大会 日程決定！ 

 〇芝生広場開設記念グラウンド・ゴルフフェスティバル・・７月５日（月） 

 〇第 1 回所長杯 グラウンド・ゴルフ大会・・・12 月 21 日（火） 

 〇第２回所長杯 グラウンド・ゴルフ大会・・・２月 16 日（金） 

お問合せは 

新潟県少年自然の家 

各市町村社会教育・生涯学習担当課 

または各公民館まで。 


